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真に実力を身に付けた学生のみを卒業させる「実力主義」の伝統を守り、幅広い分野に人材を輩出する東京理科大学。
研究室は394を数え、日本屈指の研究力を誇る理工系総合大学です。
新エネルギーという世界的に注目の集まる分野でも、多彩なアプローチから、最先端の研究を行っている注目の大学です。

物理、化学、工学など、ありとあらゆるテクノロジーの結集によって進化を続けている新エネルギー研究。
東京理科大学でも、さまざまな分野で多彩な研究が展開されています。
今回はその中から物理工学科、応用化学科、工業化学科、電気電子情報工学科の4学科・研究室をピックアップ。
新エネルギーの社会実装に向けた先端研究と、それに携わる先生やセンパイの声を紹介します。

今回ピックアップする学科

Building a Better Future with Science

   ここで「未来」が創られる！
東京理科大学の
「新エネルギー」研究
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応用化学科  根岸研究室
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2023年度新設 ！

理学部第一部
応用化学科
根岸研究室

工学部
工業化学科
田中研究室

創域理工学部＊
（現・理工学部）
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工学部
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＃燃料電池　＃全固体電池　＃キャパシタ　＃振動発電

先進工学部
物理工学科 2023年度新設 ！

#超伝導 #機能性材料 #エネルギー変換デバイス

創域理工学部＊
（現・理工学部）

電気電子情報工学科  片山研究室
#燃料電池  #水素の純化・貯蔵  #太陽電池

　エネルギー・環境問題の解決は「ナノ」から ！
ナノテクノロジーは、機器やデバイスの小型化、高機能化、高分解能化、高効率化、省エネルギー化を実現します。
根岸研究室では、高機能ナノ物質として大きな注目を集める金属ナノクラスターを研究。特異な性質や機能を持
つ金属ナノクラスターを創成し、それらの燃料電池、光触媒、太陽電池の機能部位への活用に取り組むことで、ナ
ノ化技術の進展とエネルギー・環境問題の解決に挑んでいます。

　人類の持続的繁栄に向けた発電/蓄電デバイスの開発
エネルギー問題に対する危機感の広がりと共に、クリーンかつ高効率な発電システム、信頼性に優れた蓄電シス
テムの迅速な普及が望まれています。田中研究室では、元素とプロセッシング手法の多様性により、あらゆる機
能を生み出すことが可能な無機材料をベースに、燃料電池や二次電池を始め、キャパシタや振動発電機に至るさ
まざまな発電／蓄電デバイスの開発を行っています。

　物理学とテクノロジーの橋渡し
2023年度より新設される物理工学科。物理工学は、物理学とテクノロジー
の橋渡しをする分野のこと。学科のコンセプトを「物理工学=論理×応用⇔
イノベーション」とし、物質の性質を探究する「物質科学分野」、複雑現象
を解析する「複雑科学分野」、エネルギーに関連する現象に取り組む「エ
ネルギー科学分野」、ナノの視点からデバイス創成を目指す「ナノデバイス
分野」という４つの分野からアプローチを行います。

　新エネルギーを生み出し、 
　イノベーション創出を目指す
中でもエネルギー科学分野では、有機材料の物性理解と、新たなセンサ
や発電素子への応用を行う「有機機能材料・デバイス」と、高温超伝導体／
機能性材料の高性能化ゲノムを同定し、エネルギー問題に貢献する「超伝
導・機能性材料」があります。物理工学科では、それぞれの専門分野での
エキスパートが協力しあうことで、幅広い視点からイノベーション創出を目
指した研究に取り組みます。

　高効率でクリーンな電力システムを構築する
大規模な再生可能エネルギーの導入に見られるように、社会はエネルギーの転換期を迎えています。片山研究室
では、次世代のエネルギー源を上手に組み合わせてマネジメントすることにより、高効率でクリーンな電力システ
ムを構築することを目指しています。燃料電池や太陽電池、電力変換回路等を使った実験やシミュレーションに
よってさまざまな研究課題に挑戦しています。

研究者
メッセージ

「水分解光触媒」の研究で、エネルギー問題の解決に貢献したいです。 世界的にも珍しい研究なので、未知なことが多い分やりがいを感じます。 再生可能エネルギー・太陽光発電の可能性をさら広げる研究です！

どこにでもありふれた熱や振動から生まれる小さな電力が
持続可能で、安心かつ豊かな社会をもたらしてくれるはずです。

4つの研究領域
物質科学分野
●量子物性理論 
●固体電子構造
●電子スピン物性開拓 
●光物性物理

複雑科学分野
●計算論的神経科学 
●自己組織化現象 
●非線形力学系

エネルギー科学分野
●超伝導
●機能性材料
●エネルギー変換デバイス

ナノデバイス分野
●ナノイオニクスデバイス 
●情報・エネルギー素子 
●記憶・学習デバイス

8号館の食堂
葛飾キャンパスの
図書館

100周年記念
図書館

3年次に根岸先生の授業を受け、以前
から興味を持っていた環境や資源に
ついて研究したいと考え、根岸研究
室を選びました。研究室は金属ナノク
ラスターの創成や利活用などいくつか
のグループに分かれて研究に取り組
んでいますが、持続可能な世界の実
現につなげる、という「ゴール」は共
通。私の研究では、水から水素を生み
出す「水分解光触媒」を用いて、より
クリーンで高効率なエネルギーの創出
を目指しています。
将来は根岸研究室で学んだエネル
ギーやナノ化学の知識を生かし、資源問題の解決に貢献していきたいです。

田中研究室では、世界的にも珍しいセラミックス製エレクトレットの研究を
行っており、私はオキシ水酸アパタイト（OHA）製エレクトレットについて研究
しています。骨や歯など自然由来の材
料で作ることができるため、環境負荷が
小さいのも利点です。実用化できれば、
例えばこれを、コンクリートの劣化など
を感知するセンサに組み込んで橋の下
部に取り付けることで、通行する人や乗
り物が作り出す振動で半永久的に電力
が供給されるワイヤレスセンサとして働
いてくれることが期待できます。
未知な点が多く、筋の通った考察をする
のは難しいですが、それらを1から解明
していくことにやりがいを感じます。

太陽光パネルの異常を検知するシ
ステムの開発に取り組んでいます。
太陽光パネルの異常は発電量の低
下や、火災などの事故が発生する
恐れがあります。これらを未然に防
ぎ、太陽光発電の可能性を広げる
ことが目標です。
実は、企業と共同研究がしたくてこ
の研究を始めました。学生のうちか
ら企業の方と一緒に研究できる機
会は貴重です。片山研究室は企業
との共同研究が多く、こうした経験が積めるのは強みになると思います。外
部との共同研究が多いためか、研究室は先生も学生も、とにかく明るい性
格の人が多いです。それもこの研究室の魅力だと思います。

私が今関心を寄せているのは、熱を電気に変えたり、振動を電気に変えたり
する「エネルギー変換現象」です。現在では、IoT（モノのインターネット）の
普及も進んでいます。それは家電製品や住宅など、モノそのものがセンサや
通信機能を持ち、状態を探知したり、操作をしたり、データを発信したりす
ることができるシステムです。それらを機能させる電力を、環境の中にある、
ありふれた熱や振動を利用して発
電することができれば、再生しなが
ら永久に使うことができます。
私の研究室では、エネルギー変換
とともに、センサ部分の材料創出や
デバイス開発も行っています。目指
すところは、スマート社会の実現で
す。エネルギー変換とセンシング機
能は、IoT社会では医療、農業、都
市開発など、さまざまな分野で応用
可能な技術です。小さな電力によっ
て、私たちの社会に大きな安心と豊
かさをもたらす分野を、あなたも研
究してみませんか。

「安い」「美味しい」はもちろん、学部生時
代は友人と実験のレポートやテスト勉強など
をした思い出の場所です。

とにかくきれいで、デザインもおしゃれ
な図書館は文献を探すだけでなく、勉
強する場としても最適です。

蔵書数約89万冊と理工系大学としては国内
最大規模。恵まれた環境でたくさんの書籍
から新たな知識を得ることができます。

光触媒は、太陽光から水素と酸素を作
り出す、いわば「人工の光合成」のよ
うな仕組み。ここで生み出される水素
を、化石燃料の代替エネルギーとして
活用できれば、持続可能な社会実現に
かなり近づけるはず。

エレクトレットとは、静電場を半永久的
に保持する材料であり、それを振動さ
せることで発電する振動発電の素子と
して注目されています。菊地さんのエ
レクトレットは、円形で直径10㎜、厚
さは1㎜。

太陽パネルの構造は、上から順番にガラス、
封止材（密閉するもの）、発電セルという仕
組み。現状、ガラス部や封止材部の異常を
検知する仕組みは確立されておらず、異常
が生じると発電力が損なわれることも。

先生の研究対象は、柔らかさを特徴とする
高分子材料。有機材料の特徴を積極的に活
用しながら、振動や熱を電気エネルギーに
変換する環境発電デバイスや高性能センサ
など、新たな展開を目指します。写真は振
動発電の様子。

亀甲 ひなの さん

理学研究科化学専攻
修士１年

菊地 涼介  さん

工学研究科工業化学専攻
修士１年

阿形 康平  さん

理工学研究科電気工学専攻
修士１年

先進工学部 物理工学科

中嶋 宇史  准教授
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